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み
ん
な
で

地
元
を

安
全
安
心

わ
く
わ
く
に

９
７
号
も
く
じ
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今
号
の
ひ
と
こ
と
フ
レ
ー
ズ

前列左から、吉野弘司（交通対第二地区会長）、菊田誠（二中PTA元会長）、熊井晃史（井口小
PTA元副会長）、村上直人（二中PTA元副会長）、中山裕之（二中PTA元会長）、青木睦（二中
校長）、五味川直季（井口小校長）、高嵜浩三（二小校長）、宮﨑望（元三鷹市教育部長）、
原口佐枝（青少対第二地区庶務）、岡崎直見（二中PTA副会長）、井上和香奈（二小PTA書紀）、
櫻井亜希（二中PTA元副会長）、井上淳子（鶏鳴幼稚園園長）、亀井寛之（二中PTA副会長）、
島田敏生（交通対井口地区副会長）、高橋克（井口小PTA会長）、丸山尚（西多世代交流センター
館長）、藤田尚子（青少対井口地区副会長／SC推進員）、横山由希（井口小副校長）、田中義子
（二小桜子ども広場／SC推進員）、黒沼敦子（ICU特任助教）、小板橋義夫（二小副校長）、
岡田一紀（二小おやじレンジャー）、興村修（二小PTA）、岩本伸一郎（二中PTA元副会長）、
橋本正洋（井口小PTA副会長）、嶋田裕志（三鷹市社会福祉協議会井口フレンド担当）、米川充
（二小PTA元会長）、阿部通子（二中PTA副会長）、武津なつ美（二小PTA元副会長）、米川和沙
（二小PTA元副会長）、あささん 撮影：渡邉信彦（二中副校長）

!

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
心
意
気
を
、
挨
拶
に
こ
め
て

コミュニティ・スクール（CS）は、学校・家庭・地域がともにつくる学校のこと。二小・井口小・二中からなる
「にしみたか学園」のCＳでは、子どもも大人も地域も共に一緒に育っていくことを願いに活動を進めています。
役員陣の顔ぶれも新たになった今年度。そこで、改めての活動のご紹介も兼ねてのコメントを寄せてもらいました。

開
か
れ
た
学
校
を
目
指
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を

学
校
と
地
域
が
一
緒
に
支
え
る
。
そ
れ
が
Ｃ
Ｓ

で
す
が
、
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
」
だ
け
で
は

な
い
と
思
う
の
で
す
。

様
々
な
社
会
で
活
躍
す
る
様
々
な
価
値
観
を

も
っ
た
大
人
が
集
う
事
。
そ
の
中
で
大
人
が
ワ

イ
ワ
イ
や
り
な
が
ら
学
ぶ
事
。
先
生
方
と
学
校

で
の
子
ど
も
た
ち
の
情
報
交
換
が
で
き
る
事
。

様
々
な
行
事
で
汗
を
流
す
大
人
の
姿
を
子
ど
も

た
ち
に
見
せ
る
事
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち

や
家
族
の
方
た
ち
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
っ
て

言
っ
て
も
ら
え
る
事
。
こ
れ
っ
て
「
子
ど
も
た

ち
の
た
め
」
だ
け
で
は
な
い
で
す
よ
ね
？
何
よ

り
自
分
が
楽
し
ん
だ
結
果
が
子
ど
も
や
学
校
の

た
め
に
な
る
の
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
Ｃ
Ｓ
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
団
体
に

参
加
し
て
み
る
。
そ
こ
で
更
に
楽
し
く
や
っ
て

い
く
事
が
「
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
が
増
え
る
事
で
地

域
は
も
っ
と
楽
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
楽
し
さ
の
循
環
が
生
ま
れ
た
ら
素
敵
で
す
よ

ね
？

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
あ
る
Ｃ
Ｓ

で
も
そ
れ
だ
け
で
も
な
い

もっと知りたくなった方へ
そもそも、コミュニティ・スクールって！？というところから子ども大人も地域もみんなで一緒に育って
いくための想いや考え方をまとめています。

「コミュニティ・スクールガイド」はオンラインでも読めます！

会
長
・
中
山
裕
之

学
園
に
は
目
指
す
児
童
生
徒
像
が
あ
り
ま
す
。

自
ら
の
頭
で
考
え
て
行
動
し
未
来
を
切
り
拓
く

こ
と
や
失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
を
し
て
い
く
こ

と
な
ど
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
頂
き
に
近
づ
く

た
め
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
が
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

一
つ
の
モ
ノ
サ
シ
で
す
。
評
価
部
の
仕
事
は
、

ま
さ
に
こ
の
モ
ノ
サ
シ
を
使
っ
て
、
あ
る
べ
き

姿
に
対
す
る
に
し
み
た
か
学
園
の
現
在
位
置
を

示
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

本
来
、
評
価
と
い
う
の
は
、
未
来
を
よ
り
良

い
方
向
に
近
づ
け
る
た
め
の
営
み
で
あ
り
、

様
々
な
立
場
か
ら
な
る
関
係
者
の
共
通
言
語
を

養
っ
て
い
く
た
め
の
営
み
で
も
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
み
ん
な
で
盛
り
上
が
っ
て
よ
り
良
い
未

来
を
目
指
す
の
っ
て
、
な
ん
だ
か
わ
く
わ
く
し

ま
せ
ん
か
？
我
々
は
み
な
さ
ん
の
「
わ
く
わ

く
」
を
た
く
さ
ん
集
め
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
す
る
た
め
の
評
価

評
価
部
部
長
・
菊
田
誠

突
然
で
す
が
「
評
価
」
っ
て
何
で
し
ょ
う
？

私
は
「
な
に
か
と
な
に
か
を
比
較
」
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
比
較
す
る
一
方

に
は
、
何
か
し
ら
元
と
な
る
「
モ
ノ
サ
シ
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
さ
て
、
に
し
み
た
か

「
繋
い
で
整
え
る
」
そ
れ
が
私
た
ち
の
活
動

これまでの「CS委員会だより」の記事も含めてすべてオンラインでアーカイブしています。
「アクションプラン」や過去のアーカイブもオンラインで！

小
学
校
で
行
う
ま
ち
探
検
や
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
ナ
ー
、
小
学
校
中
学
校
で
行
う
職
業
人
に
聞

く
や
職
場
体
験
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
子

供
達
は
街
の
営
み
を
知
り
、
将
来
の
自
分
が
そ

の
営
み
の
中
で
携
わ
る
仕
事
へ
の
想
像
を
広
げ

る
。街

の
営
み
を
子
供
達
へ
伝
え
る
役
目
は
地
元

の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
や
運
営

に
携
わ
る
方
々
、
将
来
の
職
に
つ
い
て
伝
え
る

の
は
地
元
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の
縁
で
つ
な

が
っ
た
方
々
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
活
動
に
求
め

ら
れ
る
方
々
と
私
た
ち
が
繋
が
り
、
そ
の
繋
が

り
を
学
校
へ
届
け
る
。
そ
れ
に
よ
り
活
動
の
場

が
整
う
。

今
年
も
こ
れ
か
ら
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
部
の

部
員
の
皆
様
と
共
に
、
ま
た
Ｃ
Ｓ
委
員
の
皆
様

に
も
助
け
て
頂
き
な
が
ら
今
年
も
学
校
の
様
々

な
活
動
を
「
繋
い
で
整
え
る
」
事
を
楽
し
ん
で

い
け
た
ら
と
思
う
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
部
部
長
・
村
上
直
人

会
話
を
育
む
こ
と
で
、
街
も
育
ま
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
は
、
こ
の
「
Ｃ

Ｓ
委
員
会
だ
よ
り
」
の
作
成
や
編
集
も
し
つ
つ
、

地
域
に
い
ろ
ん
な
会
話
が
生
ま
れ
た
り
育
ま
れ

た
り
し
た
ら
い
い
な
と
い
う
想
い
の
な
か
で
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
雑
談
も
含
め
た
会
話
の

中
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
課
題
が
発
見
さ
れ

た
り
も
し
ま
す
よ
ね
。
こ
の
地
域
で
な
に
か
面

白
い
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
！
暮
ら
し
て
て
よ

か
っ
た
！
と
子
ど
も
た
ち
に
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
最
高
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
部
長
・

熊
井
晃
史
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教員や保護者の方だけでなくって、ななめの関係と言われ
るような多様な人との関わり方も育んでいけたらいいです
よね。

亀井さんは、派手な格好しながらスケボーしたり、ポジ
ティブな変なおじさんとして学校や街なかを練り歩くこ
とで、「こんなへんてこな大人でも生きていけるんだ
よ」「へんてこなことをしちゃっていいんだよ」という
メッセージを発したいといのが実はあったりするんです
が、つまりそういうことですよね。

! ホント、そうです（笑）。ちょっとしたことでもいい
ので、あたたかい眼差しや関係が生まれる環境が望ましい
です。

それこそ、CSの出番って感じがします。そういう街にし
ていきたいです！

自分の手で、
自分の人生を育てていけるという感覚
PORT247では、子どもたちはどんな活動をしているんで
すか？

! こちらから無理強いすることは一切ないんですが、子
どもたちは安心感が育まれていけば、自然と「これをやっ
てみたい、あれをこうしてみたい」と、興味関心の向かう
先が出てきたり、気持ちを表現してくれるようになります。
ここではその気持ちを後押しすることを徹底しています。
子どもたちが多様であるように、絵画・音楽・プログラミ
ング・宇宙だったりと、子どもたちの興味関心もまちまち
です。そして、自分がやりたいことを達成するために、苦
手なことにも挑戦したり、苦手なことに対するライフハッ
クを身につけるという様子がよく見られます。

本当の意味での自由研究みたいですね。

! そうですね。自分の人生をより良い方向に変えていけ
ると思えたり、自分自身の人生のハンドルを持てていると
思えるようになって欲しいんですよね。

日本財団の18歳の意識調査では、「自分で国や社会を変
えられると思う」人の割合が世界各国と比べて日本はか
なり低かったです。変化の原因に自分がなれるという感
覚は、すごい大切な気がします。とはいえ、それだけの
バリエーションの興味関心に向き合いながら教えていく
のは大変なんじゃないですか？

!

いつも同じことをやれば良いというわけではないと
いう意味では、大変です。とはいえ、繰り返しになって
しまいますが、本来、子どもたちは自分の学びを育んで
いける存在なんです。例えば、プログラミングなんかは

私たちより子どもの方が得意です。先生側が答えは必ず
持っていなければいけないわけでもないと思うんですね。
一緒に調べたり、子どもたち同士が教えあったり、それこ
そ地域の詳しい方をコーディネートしたりしていけばいい
んですよね。

これまたCSの出番って感じがしてきました！そっか、助
けを借りながらも答えを自分たちで生み出していけたり
導き出せると思えたら、学びに向かう姿勢も変わりそう
です。

! はい。ここでは、遊んだり創作しているうちに、学ん
じゃってたということはよくあることです。それに、大人
側も思いもよらない新しい発見や驚きがあって、楽しいで
すよ。

仲間に入れて欲しいという気持ちになります！CSメン
バーも頷きまくっていましたが、まさにそういう環境を
地域で育んでいきたいわけなんですよね。一人ひとりの
個性にあった学習環境を目指す「個別最適化」って、教
育領域では最近よく聞きますがPORT247ってほんとまさ
にそれですね。

ほんというと全員に来てほしいくらい
! そうありたいと思っています。一人ひとりとしっかり
向き合いながら、それぞれが自分なりのテーマをみつけた
り、深めていったり、それをあたたかいコミュニティのな
かで分かち合う。自分のことに耳を傾けてもらえるし、自
分以外の考えに耳を傾けることもできる。そもそもそれっ
て、誰にとってもプラスのことで、ほんというと全員にそ
ういう経験が必要だとも思っています。

心からそう思います！またしても、CSメンバーのみなさ
んも首がもげるほど頷いておられます。

! PORT247としては、受け入れることができる子どもた
ちの人数に限りがありますが、子どもたちの主体性を大切
にしながら、それぞれの個性に合わせた学び方を目指して
いるという意味では、教育に関する基本的な考え方はそう
いった方向に進んでいっているんです。みんなでそういう
環境をつくっていきたいですよね。

そうですね！ちなみに、この紙面を読んでPORT247のこ
とが気になって話を聞いてみたい！となった保護者の方
や生徒の方がいたらどうすればいいんでしょうか？

! 私たちが小学校に出向いて説明会を行うこともありま
すし、教員から声をかけさせて頂く場合もありますし、い
ろいろな方法があるんですが、担任の先生に尋ねて頂けれ
ば大丈夫ですよ。

PORT247って！？
二中の通級「PORT247」って、NHKが取材に来たりと注目
も集まっているように感じますが、保護者の間でも「あそ
こがあるから子どもも安心して学校に足が向いているよ
う」といった声も聞かれます。CS委員としては、にしみた
か学園全体で子どもたちのための環境がより豊かになった
らなと願っていまして、それがひいては誰にとっても暮ら
しやすい街へとつながるような気がします。というわけで、
今日は大人数で来ちゃいました！

! どうもありがとうございます。いつもお世話になって
います！こういう機会はとても嬉しいです。本来、手が差
し伸べられるべきなのに「助けて！」と言えない状況に追
い込まれている子どもたちはたくさんいると思うんですね。
まずは、そういった子どもたちにとって心から安心できる
場所にしていきたいというのが、PORT247なんです。本来、
子どもたちは学びたい存在。でも何かしらの障壁があるこ
とで、学びたいという欲求が叶えられない。でも、安心安
全な環境さえ用意できたら、自ずと学んでいく力が子ども
たちにはあるんですよね。

安心感をしっかりつくって守って、子どもたちを信じ抜く
という。

! そうです。そうです。学校生活に合わせられない自分
を不必要に責めてしまう子どもたちも多くみられます。そ
の障壁を感じるのは子どもたちだとしても、その障壁その
ものは学校や社会側にあるんですよね。そして、その感じ
方は一人ひとり違ってくる。ですから、一人ひとりに向き
合いながら、子どもを取り巻く周囲の環境を整えていくこ
とが求められます。

いわゆる自己肯定感がどん底な状態って、スゴイつらいこ
とだと思います。

! 大人でもそうですよね。シンプルに言えば、あたたか
い眼差しが向けられさえすればいいんですよね。そのため
には、子どもを理解したいという教員や保護者の気持ちと、

あ
た
た
か
い
眼
差
し
が
ど
ん
ど
ん
ひ
ろ
が
る
地
域
へ "#✌

左から4人目がお話を伺った大嶋容子先生
左から、米川さん（隣街で児童支援のお仕事を！）、亀井さん（建築家だし大学でも教えているし農家さんでもあるし、たまに西多世代交
流センターで働いているし色々）、宮坂先生（大嶋先生の同僚）、藤田さん（スクール・コミュニティ推進員だし色々）、嶋田さん（三鷹
市社会福祉協議会で井口フレンド）、丸山さん（三鷹市初の男性保育士でもある！西多世代交流センターの館長さん）、すぐるさん（丸山
さんの後輩で、後学のために参加してくれました♡）、撮影＆執筆しているのが熊井（%）

"


